
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

昭和 24年 1月 26 日は、1300 年の歴史を持つ世界最古の木造建築物として世界的にも注目され

ていた法隆寺金堂壁画が焼損した日です。同年２月には愛媛県の松山城筒井門、６月には北海道の

松前城天守閣と、半年間に３件の国宝が火災に遭っています。 

この時期は特に火災の多い時節でもあるので、昭和 29 年の金堂再建を契機として、昭和 30 年

から毎年 1月 26日が「文化財防火デー」と定められました。 

文化財の搬出訓練、施錠・見回りの強化及び近隣地域での防災訓練・消防訓練に積

極的に参加し、火災や震災などの災害から地域の財産を守りましょう。 

 

 

 


